
 

建設業法に基づく監督処分の概要 

 

 

 

 

                                                               監督処分庁 島 根 県  

１．処分を受けた建設業者に関する事項 

商号又は名称  有限会社糸川重機 代表者氏名 糸川 隆弘 

主たる営業所 

の 所 在 地 
 島根県松江市東忌部町２１４４ 

許 可 番 号 
 島根県知事許可 

（般－６）第７６４８号 

許可を受けている 

建 設 業 の 種 類 
土、と、舗 

 

２．処分に関する事項 

 処分年月日  令和７年２月１４日  処分を行った者 島根県知事 

 根 拠 法 令  建設業法第２８条第１項（第３号該当） 

処分の内容 

建設業法第２８条第１項に基づく指示 

 

１ 今回の違反行為の再発を防ぐため、少なくとも、以下の事項について必要な措置を講じ

ること。 

（１）今回の違反行為の内容及びこれに対する処分内容等について、役職員に速やかに周知

徹底すること。 

（２）施工現場における安全管理体制に関して、作業間の連絡及び調整の徹底を図ること。 

（３）建設業法及び関係法令の遵守を徹底するため、研修及び教育（以下「研修等」とい

う。）の計画を作成し、役職員に対し継続的に必要な研修等を行うこと。 

２ １について講じた措置（１以外に講じた措置がある場合はこれを含む。）を速やかに文

書をもって報告すること。 

 

処分の原因となった事実 
労働安全衛生法違反（同法119条1号、20条1号、122条、労働安全衛

生規則158条1項） 

  

（有）糸川重機は、島根県が発注した「（主）松江鹿島美保関線 県単災害復旧工事（４災４

号）」において、車両系建設機械であるドラグ・ショベルを用いて重機足場を構築するための大

型土のうの設置作業を行うに当たり、同機械に接触することにより労働者に危険が生ずるおそれ

があったのに、誘導者を配置せず、労働者を同機械の旋回範囲内に立ち入らせ、その結果、労働

者が同機械と土工用防護柵に挟まれ死亡した。 

同社及び同社の従業員は、同機械による危険を防止するための必要な措置を講じなかったとし

て、令和６年１２月１０日付けで松江区検察庁から起訴され、令和６年１２月１３日付けで松江

簡易裁判所より罰金刑の略式命令を受けた。 

このことが、建設業法第２８条第１項第３号に該当すると認められる。 

その 他参考となる 事項  

 

令和７年２月１４日 

島根県土木総務課建設産業対策室 武田・花岡 

Tel:0852-22-5185、Fax:0852-22-5782 


